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あの方は復活なさったのだ

マタイ２８章０１～１０節

２０２２年４月１７日

松田 基子 師

今日はイースターです。 イェス・キリストの復

活を喜び、祝う日です。 キリスト者にとって、

神様からの罪の赦しと、永遠の命の保証が与え

られた喜びの日です。 パウロが、コリントの信

徒への手紙Ⅰの１５章１４節で、

「キリストが復活しなかったのなら、わたし

たちの宣教は無駄であるし、あなた方の

信仰も無駄です」

と断言している通り、イェス・キリストの復活に

キリスト信仰の全てが懸かっています。

イェス様の復活は、人類が、自分の命の与え

主である創造主なる神様に叛(そむ）き払い切れな

い罪を犯して、永遠の滅びに向かっていたもの

を、神の御子のイェス様が、神様の前に出て、

全人類の罪を引き受け、身代わりとなって、神様

からの罰を受け、神様に呪われ、捨てられて、

十字架に架かって下さった、その贖いに対して、

神様が赦しを宣言し、

『イェス様が人類の救い主であることが

証明された』 出来事です。

世界に何十億の人間が居ようとも、その一人

ひとりは、神様の御心によって、命と使命が与え

られて、この世界に、送り出されています。

さて、私達人間は、この世界に生まれ、送り出

されて来た以上、誰一人、例外なく、死を迎えま

す。 死なない人は一人もいません。 死ほど、

全ての人間に平等に与えられているものはあり

ません。 誰もが例外なく死ぬのに、人間にとっ

て、それは不安と恐れをもたらすものです。

人間の最大の敵は、自分の死です。 何故、そ

の様に恐れるのでしょうか。 ヘブライ人への手

紙９章２７節に、

「人間にはただ一度死ぬことと、その後に裁

きを受けることが定まっている」

と宣言されています。 そこに人間は本能的に、

死の恐れを持っています。 中には、

「誰だって死ぬのだから、

死なんて、こわくない」

と豪語する人もいます。 その人達は人間の存

在は、この肉体の死で終わるのではなく、死の

彼方の世界があると言う事に、心を閉ざしている

からに違いありません。

詩編の９０編７節以降には、

「あなた（即ち、神様）の怒りにわたしたちは

絶え入り、あなたの憤りに恐れます。 あなた

はわたしたちの罪を御前に、隠れた罪を御顔

の光の中に置かれます。 わたしたちの生涯

は御怒りに消え去り、人生はため息のように

消えうせます。 人生の年月は７０年程のもの

です。 健やかな人が８０年を数えても、得る

ところは労苦と災いにすぎません。 瞬く間に

時は過ぎ、わたしたちは飛び去ります。

御怒りの力を誰が知り得ましょうか。 あなた

を畏れ敬うにつれて、あなたの憤りをも知るこ

とでしょう。 生涯の日を正しく数えるように教

えてください。 知恵ある心を得ることができ

ますように」

と記されています。

詩編の記者はこのように神様の前に、

『人間は如何に罪に汚れているか、人間

には、神様の御怒りを消すことは出来ない』

ことが記されています。 今日いくら寿命が延び

ても、人は必ず死に、命の与え主である神様の

前に立たなければなりません。 イェス様は、

神の御子の身体に、その全人類の罪を引きうけ、

神様の御怒りと、罰を受けて、十字架に架から

れました。 それは金曜日の出来事でした。

イェス様は午後３時頃

「エリ、エリ、レマ、サバクタニ」

『わが神、わが神、なぜ、わたしを

お見捨てになったのですか』

と、心からなる叫びを訴え、父なる神様に全信頼

し、全てを委ねて、息を引き取られました。

人間の目には、神様の助けは見えません

でした。

『ナザレのイェス様は、義人ではあった

けれども、やはり、メシア・救い主では

なかったのだ』
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と、皆、失望しました。 弟子たちを始め、イェス

様をメシアだと期待した人々の期待は、十字架

の前に、脆くも崩れ去ってしまいました。 イェス

様の直弟子達は、自分たちの身の危険を感じて、

皆、逃げ去ってしまいましたが、神の国を待ち望

み、イェス様を神の人、預言者として敬い、慕っ

ていた、アリマタヤ出身の金持ちで、マルコ福音

書によると、議員のヨセフが、総督ピラトの所に

行って、イェス様の遺体の引き渡しを願い出まし

た。 ピラトに願い出る事は、地位あるヨセフにし

か出来なかった事でした。 ピラトの命令によっ

て、イェス様の遺体は、十字架から降ろされ、綺

麗な亜麻布に包まれて、ヨセフの所有する新し

い墓の中に納められました。

イスラエルの地質は、岩山や自然の洞窟が

多くあります。 そのことから、岩山を小さな小部

屋ほどに掘って、石の寝台に遺体を寝かせて、

入口を大きな石で塞いで墓にしました。 イェス

様も、その様な方法で金曜日の夕方、慌ただし

く葬られたのでした。 墓の周りには祭司長達か

らさし向けられた、神殿の衛兵達が見張りに立

ちました。 日没と共に安息日が始まりました。

安息日には、人々は礼拝と、最小限の行動しか、

許されません。 ガリラヤから、イェス様の一行に

奉仕するために、付いて来た女性達は、金曜日

には、十字架のイェス様に近づく事が許されま

せんでしたので、遠くからではありましたが、刑

場から離れることなく、埋葬に至るまで、その

一部始終を見守って帰ってきました。 その彼

女達も、心痛んで安息日を過ごしました。

そして、安息日の律法から解放されると、週の

初めの日の夜明けを待ちました。 マタイ福音

書２８章１章を見ますと、

「さて、安息日が終わって、週の初めの

日の明け方に、マグダラのマリアともう

一人のマリアが墓を見に行った」

とあります。 ガリラヤからイェス様一行に従って

きた二人のマリアにとって、イェス様がエルサレ

ムで、十字架に架かられたことは、我が身を裂

かれたと同じ苦しみでした。 そうであれば、食

事も喉を通らず、立ち上がる気力もなく、悲しみ

に打ちひしがれて居る事が想像されます。

ところが二人は夜明けを待って、イェス様を納

めた墓を見に行ったと言うのです。 これは彼女

達の力と言うよりも、神様の導きによるものであっ

たでしょう。 神様は安息日を終えて、新しい光

を輝かせると共に、新しい時代をお与えになる

のです。 朝日の輝きの中を、二人のマリアは引

き寄せられる様に、墓に行きました。

すると二人を待っていたかのように、大きな

地震が起こりました。

『地震と共に主の天使が天から降って来て、

イェス様の遺体を納めた墓の石の蓋を脇へ

転がして、その上に座ったのです』

「その姿は稲妻のように輝き、衣は雪の様に

白かった」

と言うのですから、それは明らかに、神様の出来

事が起こっていることが、そこに居合わせた人間

には、直ぐに分かったはずです。

４節を見ますと、

「番兵たちは、恐ろしさのあまり

震え上がり、死人のようになった」

と記されています。

番兵達は剣と地位に頼って

『自分たちは強い人間だ』

と思い込んでいたでしょう。 しかし、神様の前に

は、罪と恥しかありません。 滅びを感じて震え

上がり、死人の様になったのでした。 罪ある人

間は他者に対して、

『どんなに威力を振るったとしても、聖く正し

い神様の前に出れば、死の恐怖に襲われる』

と言う事が分かります。

しかし、天使は、番兵達を懲らしめに来たの

ではありませんでした。 天使は女性達を待って

いました。 そこで、女性達に言いました。

５節に、

「恐れることはない。 十字架につけられた

イェスを捜しているのだろうが、あの方は、

ここにはおられない。 かねて言われていた

とおり、復活なさったのだ。 さあ、遺体の置

いてあった場所を見なさい」

とあります。 岩波訳では、

「あなた達は恐れるな。 なぜならば、わたし
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はあなた達が、十字架につけられた、イェス

を探しているのを知っている。 彼はここには

居ない。 彼は自分で言った通り、起こされた

からである。 さあ、こちらに来て彼が横た

わっていた場所を見よ」

と訳されています。

ここで、先ず、わたし達が知るべきことは、

『イェス様は既に復活して墓から

出ておられる』

と言う事です。 マタイ福音書では、１６章２１節、

１７章２２節、２０章１９節の３箇所で、

『イェス様は、ご自身が祭司長達や、律法学

者達に引き渡され、死刑を宣告され、異邦人

の手によって十字架に架けられるけれども、

３日目に復活する』

と予告して来られました。 しかし、それは決して

イェス様ご自身が、

『神の子の力を以て、神の子だから

復活された』

と言う意味ではありません。 岩波訳の、

『起こされた』

つまり、

『復活させられた』

は、深い意味を表しています。 イェス様は全人

類の全ての罪を一身に負って、人間イェスとして

神様の前に出られました。 神様はイェス様を、

身代わりだからと言って容赦される事はありませ

んでした。 イェス様に全人類の罪を負わせ、

人類の罪を徹底的に罰し、償わせられました。

それが神様に呪われ、捨てられて、十字架に

架かる事でした。

イェス様は神様の、人類への罪の赦しとして、

計画された、このたった一つの方法に、従順に

従われました。 それに対する神様の答えとして、

イェス様による人類の罪の贖いが全うされ、神様

が受け入れられたという、その証として、神様が

完全に死なれたイェス様を、死から起こされた、

復活させられた、ということなのです。 イェス様

を通して、神様から罪の赦しが与えられ、神様と

の交わりが許され、人間に神様の御許、天の国

へと向かう道が開かれたのです。

ここにイェス様による新しい救いの道が開か

れました。 天使が墓の入口の石を転がしたの

は、何も、復活のイェス様が墓から出てこられる

為ではありませんでした。 イェス様は既に、時

間や場所に縛られる事の無い、霊の体に甦って、

重い石の蓋など全く支障なく、既に墓の外に出

ておられました。 天使によって墓の蓋石が転が

されたのは女性達のためでありました。 彼女達

は、恐る恐る墓の中を覗きました。 しかし、そこ

にイェス様の遺体を見出すことは出来ませんで

した。

すると、天使は続けて２８章７節で、

「急いで行って弟子たちにこう告げなさい。

『あの方は死者の中から復活された。

そして、あなたがたより先にガリラヤに

行かれる。 そこでお目にかかれる』

確かにあなた方に伝えました」

と告げました。 女性達は、天使達との出会いに

恐れはしましたが、神様を信じる彼女達には、

喜びがわき上がり、この事を一刻も早く弟子たち

に伝えなければとの思いに掻き立てられました。

彼女達は、弟子たちに知らせるために、墓を

立ち去って走りだしました。 すると行く手に人

がいます。 その人は、女性達に向かって

「おはよう」

と挨拶してきました。 その声は、彼女達に聞き

覚えの有る、慕わしいイェス様の声でした。

２８章９節を見ますと、

「婦人たちは近寄り、イェスの

足を抱き、その前にひれ伏した」

とあります。 そこには幽霊ではない、幻覚でも

ない、正真正銘の、復活されたイェス様が

おられました。 女性達は疑いをもって、

イェス様の足を抱いたと言うよりも、

『イェス様と分かって、唯々喜びに溢れて、思

わずイェス様の足を抱いた』

『そしてイェス様は、確かに復活された

事を、自分の手で、確信した』

と言う事でしょう。

イェス様は１０節で、

「恐れることはない。 行って、わたしの
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兄弟たちにガリラヤへ行くように言いなさい。

そこでわたしに会うことになる」

と言われました。 イェス様は弟子たちとの

最後の晩餐において、マタイ２６章３２節で、

「わたしは復活した後、あなたたちより

先にガリラヤに行く」

と言っておられました。 ペトロはその席上、

26 章３５節で、イェス様に、

「たとえ、御一緒に死なねばならなく

なっても、あなたのことを知らないなど

とは決して申しません」

と言い、他の弟子たちも皆同じ様に言った

のでした。

それにも拘わらず、ペトロはイェス様の

裁判を見守る中で、周りから三回

『お前もあの連中の仲間だ』

と問われ、三回共、イェス様を

『知らない。 関係無い』

と否認したのでした。 他の弟子たちも、ヨハネ

福音書では、ヨハネだけが十字架の下にいまし

たが、皆イェス様を見捨てて逃げ去りました。

そんな不甲斐ない弟子たちを、イェス様は最初

からご存知で、案じておられました。 ルカ福音

書では、ペトロのイェス様、否認予告の中で、

２２章３２節で、

「わたしはあなたのために、信仰がなくなら

ないように祈った。 だから、あなたは立ち

直ったら、兄弟たちを力づけてやりなさい」

と言っておられます。

イェス様は復活され、ご自身による罪の赦し

の福音を、先ず、愛する弟子たちに、お与えに

なろうとしておられました。 それも彼らの全てを

受け入れて、兄弟と呼んでおられます。イェス様

は彼らに新しい出発をお与えになろうとしておら

れました。そのために、彼らの信仰の原点である、

ガリラヤ、罪と恥とが顕わになる、ガリラヤで、彼

らと再会し、全ての罪を赦し、彼らがイェス様の

愛に答えて、この永遠の命に至る福音の担い手

となる事を、お考えになっていました。 弟子た

ちはガリラヤで復活されたイェス様と再会しまし

た。 罪赦されて喜びに溢れ、彼らはそれから

命を賭けて、イェス様による罪の赦しと、永遠の

命の福音を宣べ伝えて行きました。

彼らのその生き様こそ、イェス・キリストの復活

の証人であり、そこにイェス・キリストによる罪の

赦しと、天国への保証が証されています。

イェス様は今も生きて、聖霊によって、その祝福

を、私達にも与え続けて下さって居ます。

イースターの朝、私達も自分のガリラヤ湖、罪と

汚れと恥に覆われた、どうしようもない自分の心

のガリラヤ湖ですが、イェス様は既にそこで私た

ちを待っていて下さいます。私たちは喜んで急

いで自分の心のガリラヤ湖に行きましょう。

そこで、イェス様に再会し、イェス様から罪の赦

しの宣言を受け、新しい使命を与えられて、

御国を目指し、イェス・キリストに更に信頼し、

信じ、従って行こうではありませんか。

お祈りをいたします

愛と憐れみに富み給う天の父なる神様

あなた様は罪深い私たち人類の為に御子

イェス様を十字架に架けて迄、救いの道をお与

え下さいました。 心から感謝致します。

イースターは、神様が、イェス様によって確か

に罪を赦し、御国に迎えて下さる事の保証です。

この絶大なる恵を見失うことなく、堅く信じて、

命の道を歩む者と成らせて下さい。

お一人おひとりの上に、この確かな限りない

祝福をお注ぎ下さい。

尊い救い主イェス・キリストのお名前によって

お祈りを致します。

アーメン。


